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対象区域整備基本構想策定の目的
・市の3大事業のひとつである「西口駅前広場の整備」
を念頭に置き、東西駅前広場や駅周辺に導入すべ
き施設や機能を検討し整備方針を定めること

ワークショップ
市民等の視点

基本構想検討委員会
専門的視点

スワ・マチ・ミライ
公民連携の視点

整備基本構想策定の進め方

• 三位一体の視点で検討
:市民の視点・専門的な視点・公民連携の視点 西口駅前広場
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・
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会
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験

委
員
会

検
討
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口
駅
前
広
場

供
用
開
始
予
定

上
諏
訪
駅
周
辺
地
区
整
備
基
本
構
想(

案
）
策
定

第3回WS（11月16日）
①使い方（導入機能）や
ゾーニングの提示（事務
局案）

第1回WS（1月11日）
①好きなところ・困っていること
②駅周辺を○○のような場
所にしたい・こんな風に使
いたい。だから、こんな光
景・シーン・空間・機能が
あるといい

第２回WS（5月31日）
①駅周辺の望ましい姿(ミライ
の姿)の提示（事務局
案）

②駅周辺で、私がしたいこと・
できること

社会実験（9~10月頃）

第4回
2月頃

第1回
3月5日

第2回
8月25日

第3回
12月頃

パ
ブ
コ
メ

整
備
基
本
構
想
策
定

西口広場整備
計画・設計・工事

第1回講演会
4月29日
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 市民や来訪者が、駅利用や通行以外にも多目的に自由に使える空間・
場の創出

 市民や来訪者の便利で楽しく快適な滞在をサポートする機能的施設の
充実と積極誘致

 災害時やイベント時にも配慮した機能・施設の配置

 駅東西間の役割分担、利用者の利便性に配慮
した適切な機能・施設の配置を試行しながら
柔軟に確保

 土地所有者との連携による、駐車場等の機能
集約や土地の有効利用

 他にはない諏訪の魅力「諏訪湖」や「山なみ」等
への視点場の創出

 まちの資源を活かした景観づくりと一体的な景観デ
ザイン

 まちへの回遊を誘発する、諏訪の自然・歴史・温泉・飲食・もの
づくり・まちなみ等の資源のショーケースとなる場づくり

 諏訪の魅力や施設、活動についての情報発信の充実化
 目的地やまちの資源へとスムーズに誘導する案内サインの設置

 移動だけにとどまらない自由通路
 西口から駅へのアクセス性の改善（改札口のスマート化）
 まちなかの歩行を促す動線や空間づくり

 施設の立地状況や道路状況、東西の敷地規模等を踏ま
えた交通空間の改善

 利用者属性や多様な交通手段へのニーズを想定した空間
配置

 利用者の安全性・利便性に配慮した歩行者動線の改善
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東西の役割分担

周辺交通動線の安全性の確保
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